
 

 

 

 

「レインボーときわ大根」を通したふるさと愛の醸成 
１月５日（金）にサルナートで行われた新春祝賀会で、常盤小学校の６年生が「チャレンジ！

レインボーときわ大根」についての取組を発表しました。 

これは、昨年 10月 22日に行われた「やまがた SDGs 活動発表会」（山形新聞社主催）で、地

域や学校の特色を生かした取組として「循環賞」を受賞した内容についての発表でした。 

尾花沢市学校教育の重点施策の１つに、「ふるさと愛

を醸成する『夢・志教育』の充実」があります。今回

発表した常盤小学校の取組は、「知る・体験する・自ら

動く」ことをテーマにした特色ある教育活動の１つで

す。すなわち、自分たちが生まれ育ったふるさとを「知

る」「体験する」ことはもちろんですが、「ふるさとの

ためにどんなことができるのか」について「自ら（考

え）動く」といった地域貢献につながる教育活動でも

あります。 

また、自分たちで設定した課題を解決するために、情報

を収集し、目的に応じて整理・分析してまとめ、必要に応

じて ICT 機器等を活用しながら表現するといった探究す

る力を育てる教育活動ともなっております。 

子供たちの発表した内容の質の高さや堂々とした発表

に、多くの参会者の方から賞賛の拍手が送られていました。 

常盤小の６年生のみなさん、指導いただいた先生方、そし

て支えてくださった保護者の皆さまや地域の方々、関係者

の方々に感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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【担当】尾花沢市教育委員会こども教育課 
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